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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期

第３四半期連結
累計期間

第48期
第３四半期連結
累計期間

第47期

会計期間
自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2023年４月１日
至 2023年12月31日

自 2022年４月１日
至 2023年３月31日

売上高 （千円） 7,632,035 9,357,402 10,083,249

経常利益 （千円） 154,461 1,316,271 315,089

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（千円） 148,574 990,671 246,505

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 272,181 1,087,973 369,539

純資産額 （千円） 7,393,574 8,447,705 7,490,932

総資産額 （千円） 21,498,493 21,269,339 20,871,966

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 30.81 205.49 51.11

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 34.39 39.72 35.89

 

回次
第47期

第３四半期連結
会計期間

第48期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

自 2023年10月１日
至 2023年12月31日

１株当たり四半期純利益
又は１株当たり四半期純損失
(△）

（円） △116.76 1.90

（注） １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

　　　　２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

（１）財政状態及び経営成績の状況

① 経営成績の状況

　当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の位置付け変更による

経済活動の正常化、賃上げやインバウンド消費の増加により、景気回復への動きが見受けられましたが、一方で、円

安や資源高に起因した物価高による個人消費の低迷が懸念されるなど、依然として先行きの不透明な状況が続いてお

ります。

　国内飲料業界につきましては、７月以降の全国的猛暑による消費の押し上げがあったものの、小売価格の改定や物

価高による消費者の買い控えの影響が大きく、業界全体の販売数量は、前年同期比１％減（飲料総研調べ）となりま

した。

　このような状況下、当社グループでは、「ふ・け・か（防ぐ・削る・稼ぐ）」を更に進化させた「品質経営」を全

社をあげて推進し、製品・サービスと業務プロセスの品質を高め、無形資産（人的資本・技術ノウハウ）の最大活用に

伴うあらゆる生産性の向上、新製品の積極受注や新たな販売領域の創出により、収益を最大化し、財務体質の改善に努

めてまいりました。また、サステナビリティに関する重要課題を設定し、その達成により、経済価値と社会価値を両立さ

せた「100年企業」を引き続き目指してまいります。

　以上の結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は9,357百万円（前年同期比22.6％増）、営業利益

は1,026百万円（前年同期は営業損失31百万円）、経常利益は持分法による投資利益の増加（当第３四半期連結会計

期間では111百万円）等もあり、1,316百万円（前年同期比752.2％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は990百

万円（前年同期比566.8％増）となりました。

 

　セグメントごとの経営成績は、以下のとおりであります。

（国内飲料受託製造事業）

　国内飲料受託製造事業につきましては、消費者の買い控えによる業界全体の販売数量の減少がありましたが、新た

な販売領域を含めた全ての客先の受注拡大に努めたことにより、当第３四半期連結累計期間における受託製造数は

32,995千ケース（前年同期比15.0％増）となりました。また、原材料の高騰等による原価の増加がありましたが、政

府のエネルギー価格抑制策の効果や、生産性向上（有形固定資産の耐用年数変更に伴う減価償却費の減少を含む）に

よるコスト改善に努めたことにより、セグメント利益は1,051百万円（前年同期はセグメント損失17百万円）となり

ました。

 

（海外飲料受託製造事業）

　海外飲料受託製造事業（中国、連結対象期間：2023年１月から９月期）につきましては、中国政府が「ゼロコロ

ナ」政策を撤廃したことにより、１月に新型コロナウイルス感染症拡大の影響で受注が一時低迷しましたが、一方

で、春節明け以降、人流回復により、受注が好調に推移したことに加え、前期の新ライン増設に伴い、製造能力が強

化されたことにより、セグメント利益は248百万円（前年同期比72.6％増）となりました。

 

（その他の事業）

　水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等につきましては、新規加盟店の立ち上げの進捗の遅れや、2022年10月

にウォーターサーバーの価格改定を行った影響により、販売が低迷したことで、セグメント利益は17百万円（前年同

期比41.7％減）となりました。
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② 財政状態の分析

（資産）

　当第３四半期連結会計期間末における流動資産は、4,963百万円となり、前連結会計年度末に比べ847百万円増加

いたしました。これは主に、売掛金や商品及び製品が減少したものの、現金及び預金や電子記録債権が増加したこ

とによるものであります。

　固定資産は、16,305百万円となり、前連結会計年度末に比べ449百万円減少いたしました。これは主に、固定資

産の減価償却によるものであります。

 

（負債）

　当第３四半期連結会計期間末における流動負債は、4,228百万円となり、前連結会計年度末に比べ494百万円増加

いたしました。これは主に、短期借入金が減少したものの、買掛金や未払金、未払法人税等が増加したことによる

ものであります。

　固定負債は、8,593百万円となり、前連結会計年度末に比べ1,053百万円減少いたしました。これは主に、長期借

入金の減少によるものであります。

 

（純資産）

　当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は、8,447百万円となり、前連結会計年度末に比べ956百万円増

加いたしました。これは主に、利益剰余金の増加によるものであります。

 

（２）経営方針・経営戦略等

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあり

ません。

 

（３）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な

変更はありません。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発費の金額は、21百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

（５）資本の財源及び資金の流動性についての分析

　前事業年度の有価証券報告書に記載した資本の財源及び資金の流動性について重要な変更はありません。

 

（６）経営者の問題認識と今後の方針について

　当第３四半期連結累計期間において、前事業年度の有価証券報告書に記載した経営者の問題認識と今後の方針につ

いて重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

 

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在
発行数（株）

（2023年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（2024年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,100,000 5,100,000
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数は100株

であります。

計 5,100,000 5,100,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数

増減数(株)

発行済株式総数

残高（株）

資本金増減額

（千円）

資本金残高

（千円）

資本準備金増減額

（千円）

資本準備金残高

（千円）

2023年10月１日～

2023年12月31日
－ 5,100,000 － 628,800 － 272,400

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2023年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

① 【発行済株式】

    2023年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 277,800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,818,700 48,187 －

単元未満株式 普通株式 3,500 － －

発行済株式総数  5,100,000 － －

総株主の議決権  － 48,187 －

（注）「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式22株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

    2023年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

ジャパンフーズ株式会社
千葉県長生郡長柄町皿木

203番地１
277,800 － 277,800 5.45

計 － 277,800 － 277,800 5.45

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年10月１日から2023年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表

について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 973,325 1,948,545

電子記録債権 843,334 1,212,512

売掛金 1,800,598 1,437,681

商品及び製品 183,421 15,302

原材料及び貯蔵品 195,627 248,272

その他 119,783 101,047

流動資産合計 4,116,091 4,963,363

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 15,686,601 15,697,167

減価償却累計額 △8,196,545 △8,582,391

建物及び構築物（純額） 7,490,055 7,114,775

機械装置及び運搬具 29,308,822 28,306,797

減価償却累計額 △23,589,451 △22,995,940

機械装置及び運搬具（純額） 5,719,370 5,310,856

工具、器具及び備品 970,794 931,442

減価償却累計額 △814,287 △787,459

工具、器具及び備品（純額） 156,506 143,982

土地 484,898 484,898

リース資産 589,328 593,883

減価償却累計額 △162,674 △211,009

リース資産（純額） 426,653 382,874

建設仮勘定 19,310 66,178

有形固定資産合計 14,296,795 13,503,566

無形固定資産 415,296 407,992

投資その他の資産   

退職給付に係る資産 27,672 32,057

その他 2,016,111 2,362,358

投資その他の資産合計 2,043,783 2,394,416

固定資産合計 16,755,874 16,305,976

資産合計 20,871,966 21,269,339
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年12月31日)

負債の部   

流動負債   

買掛金 776,080 1,048,229

短期借入金 500,000 －

１年内返済予定の長期借入金 ※ 1,350,864 ※ 1,338,964

リース債務 86,812 92,229

未払金 825,875 1,152,602

未払法人税等 45,876 332,211

賞与引当金 46,647 72,893

役員賞与引当金 4,581 15,906

その他 97,267 175,294

流動負債合計 3,734,005 4,228,331

固定負債   

長期借入金 ※ 8,309,410 ※ 7,317,687

リース債務 284,305 218,960

固定資産撤去費用引当金 396,000 396,000

資産除去債務 657,285 660,640

その他 26 14

固定負債合計 9,647,027 8,593,302

負債合計 13,381,033 12,821,633

純資産の部   

株主資本   

資本金 628,800 628,800

資本剰余金 272,400 273,031

利益剰余金 6,357,472 7,217,933

自己株式 △264,624 △266,245

株主資本合計 6,994,048 7,853,519

その他の包括利益累計額   

為替換算調整勘定 431,466 531,633

退職給付に係る調整累計額 65,417 62,552

その他の包括利益累計額合計 496,884 594,185

純資産合計 7,490,932 8,447,705

負債純資産合計 20,871,966 21,269,339
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

売上高 ※ 7,632,035 ※ 9,357,402

売上原価 6,265,027 6,820,452

売上総利益 1,367,007 2,536,949

販売費及び一般管理費 1,398,746 1,510,438

営業利益又は営業損失（△） △31,738 1,026,511

営業外収益   

受取利息 40 58

保険配当金 3,491 －

持分法による投資利益 164,758 256,269

補助金収入 56,253 68,240

その他 31,928 20,074

営業外収益合計 256,471 344,642

営業外費用   

支払利息 60,512 50,938

支払手数料 3,921 753

その他 5,838 3,191

営業外費用合計 70,271 54,882

経常利益 154,461 1,316,271

特別利益   

固定資産売却益 2,298 －

特別利益合計 2,298 －

特別損失   

固定資産撤去費用 10,035 －

特別損失合計 10,035 －

税金等調整前四半期純利益 146,724 1,316,271

法人税等 △1,850 325,599

四半期純利益 148,574 990,671

親会社株主に帰属する四半期純利益 148,574 990,671
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第３四半期連結累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年12月31日)

 当第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

四半期純利益 148,574 990,671

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 △11,524 △2,865

持分法適用会社に対する持分相当額 135,131 100,167

その他の包括利益合計 123,606 97,301

四半期包括利益 272,181 1,087,973

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 272,181 1,087,973
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

※財務制限条項

　当社は、取引銀行と長期借入金契約を締結しており、うち一部の契約には以下のとおり財務制限条項等が

付されております。

 

・各年度の決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表における純資産の部の金額を、当該決算期の直

前の決算期の末日または2020年３月に終了した決算期の末日における単体及び連結の貸借対照表における

純資産の部の金額のいずれか大きい方の75％の金額以上にそれぞれ維持する。

・各年度の決算期の単体及び連結の損益計算書における経常損益を２期連続して損失としない。

 

　これらの契約に基づく借入実行残高は次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）

当第３四半期連結会計期間

（2023年12月31日）

長期借入金(１年内返済予定の長期

借入金を含む)
2,807,334千円 2,420,001千円

 

（四半期連結損益計算書関係）

※　売上高の季節的変動

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

　当社グループの売上高は、事業の性質上、上半期の受注数が下半期に比べ割合が大きいため、連結会計年度

の上半期の売上高と下半期の売上高との間に著しい相違があり、上半期と下半期の業績に季節的変動がありま

す。
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半期

連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりでありま

す。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2022年４月１日
至 2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日
至 2023年12月31日）

減価償却費 1,502,658千円 1,051,124千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

 

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月23日

定時株主総会
普通株式 81,989 17.0 2022年３月31日 2022年６月24日 利益剰余金

2022年11月２日

取締役会
普通株式 48,228 10.0 2022年９月30日 2022年11月30日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　　　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年12月31日）

 

　１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2023年６月23日

定時株主総会
普通株式 81,989 17.0 2023年３月31日 2023年６月26日 利益剰余金

2023年11月６日

取締役会
普通株式 48,221 10.0 2023年９月30日 2023年11月30日 利益剰余金

 

　２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間

末後となるもの

　　　　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

　前第３四半期連結累計期間（自2022年４月１日 至2022年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注２）

合計
調整額
（注３）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注４）

 
国内飲料
受託製造

海外飲料
受託製造
（注１）

計

売上高        

顧客との契約から生

じる収益
7,528,923 － 7,528,923 103,111 7,632,035 － 7,632,035

外部顧客への売上高 7,528,923 － 7,528,923 103,111 7,632,035 － 7,632,035

セグメント間の内部

売上高又は振替高
31 － 31 1,115 1,146 △1,146 －

計 7,528,954 － 7,528,954 104,227 7,633,181 △1,146 7,632,035

セグメント利益又は

損失（△）
△17,316 144,092 126,776 29,303 156,080 △1,619 154,461

（注）１．「海外飲料受託製造」は、持分法適用会社で構成されております。

２．「その他」の区分は、水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等を含んでおります。

３．セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,619千円は、セグメント間取引に係る未実現利益の消去等であ

ります。

４．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。
 

EDINET提出書類

ジャパンフーズ株式会社(E00421)

四半期報告書

14/20



　当第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

      （単位：千円）

 報告セグメント

その他
（注２）

合計
調整額
（注３）

四半期連結
損益計算書
計上額
（注４）

 
国内飲料
受託製造

海外飲料
受託製造
（注１）

計

売上高        

顧客との契約から生

じる収益
9,247,614 － 9,247,614 109,788 9,357,402 － 9,357,402

外部顧客への売上高 9,247,614 － 9,247,614 109,788 9,357,402 － 9,357,402

セグメント間の内部

売上高又は振替高
68 － 68 1,299 1,367 △1,367 －

計 9,247,682 － 9,247,682 111,087 9,358,770 △1,367 9,357,402

セグメント利益 1,051,689 248,726 1,300,415 17,087 1,317,503 △1,231 1,316,271

（注）１．「海外飲料受託製造」は、持分法適用会社で構成されております。

２．「その他」の区分は、水宅配事業及び水宅配フランチャイズ事業等を含んでおります。

３．セグメント利益の調整額△1,231千円は、関係会社からの受取配当金の消去等であります。

４．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

　　該当事項はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

　　該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

　　該当事項はありません。

 

（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報は、「注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりでありま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年12月31日）

　１株当たり四半期純利益 30円81銭 205円49銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益（千円） 148,574 990,671

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期

純利益（千円）
148,574 990,671

普通株式の期中平均株式数（千株） 4,822 4,820

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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２【その他】

　2023年11月６日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

 (イ）配当金の総額………………………………………48,221千円

 (ロ）１株当たりの金額…………………………………10円00銭

 (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2023年11月30日

　（注）2023年９月30日最終の株主名簿に記録された株主もしくは登録株式質権者に対し、支払いを行いまし

た。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。

EDINET提出書類

ジャパンフーズ株式会社(E00421)

四半期報告書

18/20



 
 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年２月13日

ジャパンフーズ株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

東京事務所

 

 
指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 井 指　亮 一

 
 

 
   

 
指 定 有 限 責 任 社 員

業 務 執 行 社 員
 公認会計士 東　　大　夏

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているジャパン

フーズ株式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年10月１

日から2023年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ジャパンフーズ株式会社及び連結子会社の2023年12月31日現

在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項が全ての重要な点において認められなかった。

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを

行った。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査

人の責任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社

から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎

となる証拠を入手したと判断している。

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連

結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成すること

が適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づ

いて継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにあ

る。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四

半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を

通じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠し

て実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認めら

れないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー

報告書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財

務諸表の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが

求められている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や

状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していな

いと信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重

要な発見事項について報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じ

ている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容につい

て報告を行う。

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係は

ない。

以　上

 

　（注）１．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社（四半期報告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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